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高血圧 性脳血 管病変の 成り立 ち 血 管内皮細胞下 基底 膜の XV 型 と XVIII型 コ

ラ
ーゲ ン の 局在
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　【目的】高血圧 性脳 ・血 管病変 の 成 り 立 ち

に つ い て 高血 圧 ラ ッ トを用い 光顕 的、走査電

顕的、免疫組織化学的、生化学的 に検索 した。

【方法 】正 常血圧 、両腎動脈 狭窄 した術後 1 〜

9週 の 高血圧 ラ ッ トを走査電顕的 に観察 し、屠

殺前に NBT を静注 し 、 屠殺後 、 免疫組織化学

的に脳動脈 の 接着因子 、 サイ トカイ ン 、NOS 、

SOD 、4−HNA を染色 し た。脳 NOx を測定 し

た。【結果】光顕的に 白血 球 の 付着や 類線維

素物質の 沈 着、NBT 還 元　Formuzan 沈着を示

した 動脈 を走査 電顕的に観 察す る と内皮 面

に白血 球 の 付着が観察され た。免疫組織化学

的に 正 常血圧 ラ ッ ト脳動脈 に お い て ICAM −1、

PECAM −1、IL−1α、　lL−6、　IL−8、TNF α 、　CuZSOD 、

eNOS 、　 iNOS が発現 し て い たが、　MnSOD 、4−

HNE は認 め られなか っ た 。 白血 球 の 付着を示

し た 動脈 で は Formazan の 沈着と内皮 細胞 に

ICAM −1
、
　PECAM −1

、
IL−1α 、　IL−6、　IL−8、　TNF α

や CuZnSOD 、　 MhSOD 、が 強 く発現 し、脳 や

動脈 に 4−HNE が沈 着して い た。高血圧 ラ ッ ト

脳 内には NOx が増量 して い た。　 eNOS 、　 iNOS
の 発現 は低下 し て い た。

　XV 型 コ ラ
ーゲ ン と XVIII 型 コ ラ

ーゲ ン は

互 い に相同性が高 く、両端 に大 きな非 コ ラ
ー

ゲ ン領域 を、コ ラ
ー

ゲ ン 領域内には数 ヶ 所 の

imperfectionを有す る。い ずれ も基底膜 （BM ）

成分で ある。C 末端 の 非 コ ラーゲ ン 領域 には

血 管増殖抑制物質 を含む こ とか ら、血 管系で

の 局在が注 目され て い る。我 々 は両 コ ラーゲ

ン を識別 する モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 を用 い 、毛

細血 管内皮細胞下 BM で の 両 コ ラ
ー

ゲ ン の 局

在 を比 較 した 。 【方 法 】ヒ トの 各種臓器 組織

の 毛細 血管に つ い て 、XVIII 型特異的な CH18B

と CH18D 、　 XV 型特異的な CH15A を用 い て

蛍光抗体間接法 で観察 した 。 【結果 と考察】血

管内皮 細胞 ドBM の 両 コ ラ
ーゲ ン の 局在に 多

様 性 を認 め た。すなわち、（1）XVIII 型 と XV

型両方を含む毛細血 管は皮膚真皮層 、 腎尿細

管 の 間、小 腸粘 膜 固有層 な ど広 範 に 、 （2）
XVIII型主体 の もの は肝類洞や糸球体基 底膜、

肺胞壁 毛細血管 、脾臓 の 脾洞 の BM に認 め 、

これ らは 特殊化 した毛細血管で ある。（3＞XV

型 主体 の 毛細血管は筋組織内に認め た 。 両 コ

ラ
ーゲ ン σ）局在 に は毛細血 管構造 の 形 態 と

の 関連性 が見い だ され た 。 また 、皮膚 の 連続

切 片で の 二 重染色 の 結果 、動脈寄 りの 毛細血

管で は、XVIII 型の 発現が優位で あ っ た 。
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